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●
増
え
る
被
害

痴ち

漢か
ん

、
暴
行
、
尾
行
・・・
。
不
審

者
に
よ
る
子
ど
も
の
被
害
が
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。
今
年
一
月
か
ら
九

月
ま
で
の
「
不
審
者
に
よ
る
子
ど

も
の
被
害
状
況
」（
右
下
表
）
を
見

る
と
、
全
部
で
八
十
二
件
も
の
被

害
が
あ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
通

学
路
上
で
起
き
て
い
ま
す
。

●
あ
い
さ
つ
で
不
審
者
を
ガ
ー
ド

ご
み
出
し
や
花
の
水
や
り
、
通

勤
な
ど
を
子
ど
も
た
ち
の
登
校
時

間
に
あ
わ
せ
て
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

こ
う
し
た
普
段
の
行
動
の
中
で
、

立
ち
止
ま
ら
ず
、
無
理
な
く
、
自

然
に
「
お
は
よ
う
」
の
言
葉
を
子

ど
も
た
ち
に
か
け
て
み
て
く
だ
さ

い
。
普
段
の
声
か
け
で
親
し
く
な

れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
が
助
け
を
求

め
や
す
い
環
境
が
生
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
そ
う
し
た
地
域
の
大
人

が
子
ど
も
に
い
つ
で
も
寄
り
添
う

姿
が
あ
る
風
景
が
広
が
る
こ
と
で
、

不
審
者
が
近
づ
く
す
き
間
が
な
く

な
っ
て
い
き
ま
す
。

●
ふ
れ
あ
い
通
学
路
に
補
助
金

積
極
的
・
継
続
的
に
地
域
の
大

人
が
子
ど
も
と
ふ
れ
あ
う
環
境
を

つ
く
る
事
業
に
対
し
て
、
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。
交
付
対
象

は
市
内
の
小
学
校
区
単
位
の
地
域

団
体
で
す
。

今
年
度
は
、
こ
の
事
業
の
第
一

号
と
な
っ
た
「
港
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ

ラ
リ
ー
」
を
は
じ
め
、「
地
域
で

見
守
る
通
学
路
図
製
作
」（
八
幡

小
学
校
区
）、「
子
ど
も
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
金
目
ふ
れ
あ
い
運
動
自
転

車
ス
テ
ッ
カ
ー
作
成
」（
金
目
・
み

ず
ほ
小
学
校
区
）、「
通
学
路
に
名

前
を
つ
け
よ
う
」（
岡
崎
小
学
校

区
）
な
ど
の
事
業
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
学
務
課
（
1

35
ー
８
１
１
８
）へ
。

港小学校PTA会長
菊池一夫さん

5
2

不審者による子どもの被害状況 
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(市内の小・中学校から報告された事例の数） 
小学生 中学生 

　昨年、小・中学生や高校生を対象にアンケートをとり、 
地域地域の中で怖い思いをした場所場所を聞を聞きました。すると、 
100件近くの報告があり、その中には、手を引っ張られた
とか、マンションの影に連れ込まれそうになったというよう
な悪質悪質なものもありました。こうした子どもたちにとって
危険な環境をなんとかしようと、報告があった地点を地図
に記して犯罪犯罪マップを作を作ったり、小学生小学生のお子さんがいる
家庭家庭を中心を中心に「港小港小パトロール」と書いた腕章腕章を配を配り、学
校に来るときや買い物に行くときなどにつけていただい
たりしながら防犯防犯に取り組ん組んでいます。 
　通学路　通学路で地域地域の人たちが声をかけてくれることも防犯防犯 
には効果的だと思います。どうしても自分のお子さんが 
卒業卒業してしまうと、学校学校に近づかなくなってしまいます 
が、今回完成したふれあいギャラリーなどを通じて、学 
校の話題話題を知を知ってもらい、子どもたちや学校学校に関心関心を持を持 
ち、そこからコミュニケーションが広がってくれたらう 
れしいです。このギャラリーに地域地域の方の作品作品を展示を展示し 
て子どもたちに知ってもらうのもいいですね。会話会話を楽を楽 
しみながら、あるいは四季折々四季折々のものに出合出合いながら通 
える。そんな安心して楽しく通える通学路通学路が子どもたち 
にとって一番一番ではないでしょうか。 

　昨年、小・中学生や高校生を対象にアンケートをとり、 
地域の中で怖い思いをした場所を聞きました。すると、 
100件近くの報告があり、その中には、手を引っ張られた
とか、マンションの影に連れ込まれそうになったというよう
な悪質なものもありました。こうした子どもたちにとって
危険な環境をなんとかしようと、報告があった地点を地図
に記して犯罪マップを作ったり、小学生のお子さんがいる
家庭を中心に「港小パトロール」と書いた腕章を配り、学
校に来るときや買い物に行くときなどにつけていただい
たりしながら防犯に取り組んでいます。 
　通学路で地域の人たちが声をかけてくれることも防犯 
には効果的だと思います。どうしても自分のお子さんが 
卒業してしまうと、学校に近づかなくなってしまいます 
が、今回完成したふれあいギャラリーなどを通じて、学 
校の話題を知ってもらい、子どもたちや学校に関心を持 
ち、そこからコミュニケーションが広がってくれたらう 
れしいです。このギャラリーに地域の方の作品を展示し 
て子どもたちに知ってもらうのもいいですね。会話を楽 
しみながら、あるいは四季折々のものに出合いながら通 
える。そんな安心して楽しく通える通学路が子どもたち 
にとって一番ではないでしょうか。 

　わたしたちが子どものころは、通学路という決まった 
ものはありませんでした。近所の庭先を通ったり、寄り 
道をして遊んだりして通っていました。そんな中で、地 
域の人が自分の子も他人の子も分け隔てなく話かけてく 
れたり、ときにはしかってくれたりしましたね。みんな 
顔見知りで、よそから来た人がいると目立ったものです。 
　しかし、今は、他人の子どもに対する関心も薄れてき 
ていますし、車が多くなりいろんな人が出入りしていま 
す。「通学路を見守ってください」と言わなければいけな 
い状況です。そこで、港地区では防犯対策委員会「防犯パ
トロール隊」を組織しました。決まった時間にパトロール
するのではなく、例えば通勤のときや散歩するときに「防
犯」と書いた腕章をつけて声をかけるなど、子どもたちを
見守っています。この腕章により、犯罪抑止効果が上がっ 
てきていると感じています。また、犯罪抑止効果だけで 
なく、地域の方々の防犯の意識も高まってくれたらと願 
っています。防犯は決して他人事ではないですからね。 
家庭や学校で子どもたちに防犯の意識を持ってもらうよ
うに注意を促してもらい、わたしたちもそれをサポート
する。こうして、地域全体の防犯意識が高まることで安
心・安全の通学路が生まれるのだと思います。 

白組の二連覇！うれしか
ったです。赤組は準優勝だ
ったけど、がんばれたのは
誇りです。運動会では家族
や地域の人たちの応援も励
みになりました。このギャ
ラリーを見て、学校の活動
やがんばっている姿が地域
の人たちに伝わってくれる
とうれしいです。

通学路、守りの結束 通学路、守りの結束 
絵がある 花がある 人がいる 絵がある 花がある 人がいる 
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港地区防犯対策委員会港地区防犯対策委員会 
石原康二朗石原康二朗さん 
港地区防犯対策委員会 
石原康二朗さん 

港地区防犯対策委員会 
委員長 陶山正明さん 
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松本圭司さん 

港地区防犯対策委員会 
石原康二朗さん 

港地区防犯対策委員会港地区防犯対策委員会 
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港地区防犯対策委員会港地区防犯対策委員会 
松本圭司松本圭司さん 
港地区防犯対策委員会 
松本圭司さん 

九
月
二
十
七
日
、
港
小
学
校
の
正
門
横
に
「
港
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ

リ
ー
」
が
開
設
さ
れ
ま
し
た（
上
写
真
）。
こ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
設
置

は
、
通
学
路
上
の
不
審
者
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
に
、
積
極

的
に
子
ど
も
た
ち
と
ふ
れ
あ
う
環
境
を
つ
く
ろ
う
と
、
地
域
の
方
々

が
計
画
し
た
も
の
で
す
。
通
学
路
を
守
り
た
い
と
い
う
地
域
の
結
束
。

そ
れ
が
、
子
ど
も
た
ち
の
安
心
・
安
全
を
築
い
て
い
き
ま
す
。

ふれあいギャラリー第1弾はわたしたちの運動会

▼ 港小学校運動会応援団港小学校運動会応援団：（写真左写真左から）＜白組白組＞井口顕太郎井口顕太郎さん、 
菅野正道菅野正道さん＜赤組赤組＞長谷川晃平長谷川晃平さん、川端大貴川端大貴さん 
港小学校運動会応援団：（写真左から）＜白組＞井口顕太郎さん、 
菅野正道さん＜赤組＞長谷川晃平さん、川端大貴さん 

▼ 



市
内
二
十
八
の
幼
稚
園（
下
表
参
照
）で
、
来
年
四
月
に
入
園
を
希
望

す
る
お
子
さ
ん
を
募
集
し
ま
す
。
私
立
は
三
〜
五
歳
児
を
、
市
立
は
二

年
保
育
の
た
め
四
歳
児
の
み
を
募
集
し
ま
す
。

入
園
説
明
会
に
つ
い
て
は
、
各
幼
稚
園
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問□

学
務
課
（
1
35
―
８
１
１
８
）

平成16年10月15日　２
平塚市役所　電話23－1111・35－1111

暮らし

市
議
会
九
月
定
例
会
が
八
月

二
十
七
日
か
ら
九
月
二
十
八
日

の
日
程
で
開
か
れ
、
一
般
会
計

補
正
予
算
な
ど
十
二
議
案
を
市

長
が
提
案
し
、
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

歳
入
と
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
五

億
九
百
八
十
一
万
六
千
円
を
追

加
し
、
一
般
会
計
の
予
算
規
模

は
八
百
十
九
億
八
千
九
百
八
十

一
万
六
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

◆
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

宮
川
利
男
さ
ん
、
石
原
健
次

さ
ん
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
後

任
に
宮
川
利
男
さ
ん（
再
任
）と

落
合
重
雄
さ
ん
の
任
命
を
求
め

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任

森
脇
房
惠
さ
ん
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
芦
川
恭
子
さ
ん
の
選

任
を
求
め
、同
意
さ
れ
ま
し
た
。

◆
保
育
の
年
数
と
お
子
さ
ん
の

年
齢

▽
１
年
保
育
・
５
歳
児
（
平
成

11
年
４
月
２
日
〜
平
成
12
年
４

月
１
日
生
ま
れ
）

▽
２
年
保
育
・
４
歳
児
（
平
成

12
年
４
月
２
日
〜
平
成
13
年
４

月
１
日
生
ま
れ
）

▽
３
年
保
育
・
３
歳
児
（
平
成

13
年
４
月
２
日
〜
平
成
14
年
４

月
１
日
生
ま
れ
）

◆
入
園
願
書
の
配
布
日
と
場
所

▽
10
月
15
日（
金
）か
ら
各
幼
稚

園
で
配
布

◆
入
園
願
書
の
受
け
付
け

▽
私
立
幼
稚
園

11
月
１
日（
月
）

か
ら
各
幼
稚
園
で
受
け
付
け

▽
市
立
幼
稚
園

11
月
１
日（
月
）

と
２
日（
火
）の
２
日
間
、
各
幼

稚
園
で
受
け
付
け

条例に盛り込みたいこと

防犯功労者を表彰し、子どもたちが書いた防犯についての作文、書道、
ポスターなどの作品を展示します。
また、神奈川県警察音楽隊による演奏と、カラーガード隊によるドリル

の演技もあります。ぜひ、お出掛けください。
u日時 10月19日（火）午前9時～11時30分　u会場 土屋小学校

平塚市地域安全運動推進大会を開催

みんなでつくろう安心のまち
◇問い合わせ先　市民安全課（内線2263）

□問 まちづくり政策室（121－9618）

市民委員会の会議は公開しています。
ぜひ一度、お出掛けください。

避
妊
・
去
勢
手
術
を

①スポーツ健康講座「健康、体力づくりのための筋力トレーニング」
有賀誠司さん（東海大学スポーツ医科学研究所助教授）による講演と実技指導
u時間／会場 午前10時～正午／総合体育館Ａ会議室
u対象 市内にお住まい、お勤め、通学の方　70人（先着順）

②小学生サッカー教室 湘南ベルマーレのコーチと神奈川大学サッカー部が指導
u時間／会場 午前10時～正午／平塚競技場
u対象 市内にお住まい、通学の小学生　100人（先着順）

③平塚市ロードレース大会
u時間 午前8時受け付け開始、9時競技開始
u集合場所 平塚球場正面入り口
u対象 小学校5年生以上（小・中学生は市内にお住まい、通学の方のみ）
u種目と対象 10km（高校生以上男子）5km（40歳以上男子、一般女子、高校
生女子、中学生男子）3km（高校生以上男子、一般女子、高校生女子、中学生男
子／女子、視覚障害男子／女子）2km（小学生男子／女子）

◆申し込み方法　①②は電話、ファクスなどでスポーツ課へ、③はスポーツ課、平塚
競技場、平塚スポーツにある申込書を同所へ

◆締め切り　10月25日（月）

自治基本条例を考える市民委員会では、講演
会や学習会で学んだことや「平塚をこんなまち
にしたい」などのこれまで積み重ねてきた議論
をもとに、条例に盛り込みたい内容について話
し合いました。
自治基本条例の位置づけや理念をはじめとし

て、市民のまちづくりへの参加や市民と行政と
の協働、行政の役割など条例に盛り込みたい内
容について幅広い意見が出されました。今後は、
出された意見を整理し、さらに議論を進めてい
きます。みなさんも「こんな条例にしたい」「こ
んな内容を盛り込んではどうか」というご意見
をぜひ、お寄せください。
なお、次回の市民委員会は10月24日（日）午前

9時30分から、ひらつか市民活動センターで開催
します。

育英 出縄 ３３-２２１５ ２０日（水） 
大神美里 大神 ５４-３２８８ １８日（月） 
大野 東八幡一丁目 ２１-７３０２ ２２日（金） 
神田 大神 ５５-０８４１ １５日（金） 
黒部丘 黒部丘 ３１-１９５５ １８日（月） 
さきとり 四之宮四丁目 ５４-３５５８ １５日（金）、２０日（水） 
さなだ 真田 ５８-０００１ １６日（土） 
清水学園付属 根坂間 ５８-８０８０ ２０日（水） 
湘南桜ケ丘 桜ケ丘 ３１-２６２３ ２１日（木） 
しらふじ 山下 ３４-３２３７ １９日（火） 
つくし 飯島 ５８-７１１１ ２０日（水） 
つるみね 浅間町 ２２-２００７ １９日（火） 
道和 豊原町 ３１-０５９５ １６日（土） 
なでしこ 平塚一丁目 ３１-２４７１ １６日（土） 
白鳥 河内 ３２-７８７５ ２１日（木） 
花乃 入野 ３２-００８６ ２６日（火） 
花水 龍城ケ丘 ３１-５９２１ ２７日（水） 
東中原 東中原二丁目 ３３-４８４９ １９日（火） 
平岡 岡崎 ５８-１１８８ ２３日（土） 
平塚二葉 見附町 ３１-０８６４ ２０日（水） 
平塚めぐみ 纒 ３２-３４２２ ２０日（水） 
松風 松風町 ２２-０５５８ ２０日（水） 
美里 下島 ５５-３８３０ １５日（金） 
 
港 夕陽ケ丘 ２２-４１８９ ２２日（金） 
さくら 東真土二丁目 ５５-４４１４ ２０日（水） 
ひばり 御殿二丁目 ３１-３８２８ ２１日（木） 
土屋 土屋 ５８-１４１５ ２６日（火） 
金目 南金目 ５８-０２４３ ２５日（月） 

私立幼稚園 所在地区 電話番号 入園説明会（１０月） 

市立幼稚園 所在地区 電話番号 入園説明会（１０月） 

国民健康保険税徴収嘱託員〈3人〉
u対象 昭和21年4月2日～昭和40年4月1日に生まれ、原動機
付き自転車の運転免許がある人

u勤務日時 週5日、午前9時～午後4時
u賃金 月額110,300円＋能率給（実績平均151,000円）
保健師嘱託員〈1人〉
u対象 昭和21年4月2日～昭和57年4月1日に生まれ、保健師
の資格がある人

u勤務日時 週4日（火～金曜日）、午前9時～午後5時
u賃金 月額162,600円
栄養士嘱託員〈1人〉
u対象 昭和21年4月2日～昭和55年4月1日に生まれ、栄養士
の資格と普通自動車運転免許があり、集団給食の指導実務
経験がある人

u勤務日時 週5日、午前9時～午後4時
u賃金 月額158,900円
文化財団嘱託員〈1人〉
u対象 昭和39年4月2日～昭和57年4月1日に生まれた人
u勤務日時 週5日（火～日曜日）、午前8時30分～午後5時（時
間外勤務あり）

u賃金 月額175,000円

◆一次試験日時 10月30日（土）午前9時30分～正午
◆会場 勤労会館
◆雇用条件 雇用期間は1年度以内（詳細は募集案内に記載）
◆応募方法 職員課（市役所3階）でお配りする「受験申込書」
に必要事項を記入し、本人が直接提出してください。配布
場所と申し込み先は職員課（市役所3階）です

愛する平塚市のために働きませんか

職員と嘱託員を募集します
□問 職員課（121－8762）

市
議
会
９
月
定
例
会
の
結
果

行
政
委
員
決
ま
る

芦川恭子さん
（四之宮二丁目）

落合重雄さん
（大島）

宮川利男さん
（西八幡一丁目）

□問 スポーツ課（131－3060・631－9640）

11月7日（日） 総合公園でスポーツを楽しみませんか

参加者募集 市民・大学スポーツ交流フェスタ

一般事務〈10人程度〉
u対象 昭和54年4月2日～昭和58年4月1日に生まれ、大学を
卒業（平成17年3月卒業見込みを含む）した人、または同程度
の学力がある人
一般事務（身体障害者対象）〈1人〉
u対象 昭和48年4月2日～昭和61年4月1日に生まれ、次の要
件をすべて満たす人
①身体障害者手帳を交付されている ②自力で通勤可能で
職務を遂行できる　③高校卒業程度以上の学力がある
建築技師〈1人〉化学技師〈1人〉
u対象 昭和51年4月2日～昭和58年4月1日に生まれ、大学の
建築または化学関係の専門課程を卒業（平成17年3月卒業見
込みを含む）した人
電気技師・機械技師〈1人〉
u対象 昭和51年4月2日～昭和58年4月1日に生まれ、大学の
電気または機械関係の専門課程を卒業（平成17年3月卒業見
込みを含む）した人
保健師〈1人〉
u対象 昭和51年4月2日以降に生まれ、保健師の資格がある
人（平成17年3月までに資格取得見込みの人を含む）
清掃・土木・公園・建築等作業員〈10人程度〉
u対象 昭和45年4月2日～昭和62年4月1日に生まれた人
u職務内容 清掃作業、土木作業などに従事（従事する作業を
受験者が指定することはできません）
校務作業員〈3人〉
u対象 昭和45年4月2日～昭和62年4月1日に生まれた人
u職務内容 市立の学校、幼稚園で校務作業に従事

◆一次試験日時 11月13日（土）午前9時30分～午後3時
◆会場 市内公共施設
◆応募方法 職員課（市役所3階）でお配りする「受験申込書」
と「自己推薦書」に必要事項を記入し、本人が直接提出して
ください

◆受け付け期間 10月25日（月）～29日（金）午前9時～午後
5時

◆受け付け場所 市役所西附属庁舎2階G会議室（身体障害
者対象の一般事務は本庁舎3階職員課）
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男女共同参画フォーラム「おやじの力」
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新
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に
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墨
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14th 湘南ひらつか
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に
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掛
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て

み
ま
せ
ん
か
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で
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ら
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が
い
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す
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問□

健
康
課
（
内
線
２
２
６
０
）

健康フェスティバルに出掛けて

あなたの健康をレベルアップ

渡し船が行き交う風景を楽しみませんか。

◇日時 10月24日（日）午前9時～午後3時30分
◇会場 国道1号北側の相模川
◇内容 相州平塚七夕太鼓・馬入囃

はや

子
し

の演奏、子ど
もたちのダンスパフォーマンス、歌のステージなど

★クルーザーの乗船会

茅ヶ崎沖の烏
え

帽
ぼ

子
し

岩まで、クルージングを楽し
みませんか

◇出航時間 ①午後0時30分、②午後1時30分、
③午後2時30分

※乗船を希望する方は、出航時間の1時間前までに開催本部へお集まりください。

◇定員 各回36人（先着順）
□問 水政課（内線2633）

丹精をこめて作られた菊の花、約300点が総合公園に並びます。また、

菊作りの指導や相談、苗の販売もあります。

u日時 10月31日（日）～11月13日（土）午前10時～午後4時30分

u会場 総合公園（ふれあい動物園北側）

色とりどりに咲く菊を楽しみませんか

秋の風物詩、菊花展を開催します
◇問い合わせ先　商業観光課（135－8107）

レポーター
長尾洋巳さん
（市政モニター）

湘南ベルマーレの監督に復帰

ま
だ
ま
だ
残
暑
が
厳
し
い
日
の

午
後
、
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
の
ク
ラ

ブ
ハ
ウ
ス
を
訪
ね
、
上
田
栄
治
監

督
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

監
督
は
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ベ
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マ
ー
レ
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の
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帰
に
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て
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や
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と
帰
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て
き
ま
し
た
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と
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ま
る
で
故
郷

へ
戻
っ
て
き
た
よ
う
な
思
い
を
持

た
れ
て
い
ま
し
た
。

監
督
が
、
平
塚
で
一
番
好
き
な

場
所
は
「
海
」
だ
そ
う
で
す
。
監

督
の
ご
出
身
は
、
平
塚
と
同
じ
よ

う
に
海
に
面
し
て
い
る
千
葉
県
館

山
市
。
海
が
大
好
き
な
監
督
が
今

や
っ
て
み
た
い
こ
と
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ー
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」
と
、
目
を
輝
か
せ
て
お
話

し
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
監
督
の
お

父
さ
ん
は
、な
ん
と
水
泳
の
選
手
。

監
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が
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も
の
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池
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受
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今
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帆
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アテネ五輪でサッカー女子日本代表チーム「なで
しこジャパン」を率いた上田監督。5年ぶりに平塚
市などをホームタウンとする湘南ベルマーレの監督
に復帰し、大きな期待が寄せられています。

大
藏
律
子
市
長
に
就
任
を
報
告
し
、
市
民
の

花
な
で
し
こ
を
贈
ら
れ
る
上
田
栄
治
監
督
。
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時
30
分

▽
会
場

総
合
体
育
館

★
ス
ポ
ー
ツ
＆
ベ
ビ
ー
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ジ
ャ
ー
用
品

や
ベ
ビ
ー
用
品
な
ど
、
健
康
リ

サ
イ
ク
ル
用
品
を
販
売
す
る
お

店
が
集
ま
り
ま
す
。

▽
会
場

平
塚
競
技
場
南
側

★
小
さ
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
献
血

献
血
は
気
軽
に
で
き
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
す
。
温
か
い
気
持

ち
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

▽
会
場

中
央
大
池
付
近

★
漁
師
な
べ
の
振
る
舞
い

地
元
の
海
で
と
れ
た
ヘ
ル
シ

ー
な
魚
介
類
を
使
っ
た
な
べ
料

理
を
振
る
舞
い
ま
す
。

▽
時
間

午
前
11
時
30
分

▽
会
場

中
央
大
池
付
近

同
時
開
催

福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

行
政
委
員
会
な
ど
の
会
議
を

傍
聴
し
ま
せ
ん
か

ミ
ニ
運
動
会
や
、
手
話
・
点

字
の
体
験
、
紙
す
き
や
ろ
う
そ

く
作
り
な
ど
、
お
子
さ
ん
も
お

年
寄
り
も
、
ど
な
た
で
も
楽
し

め
る
お
祭
り
で
す
。
ご
家
族
で
、

ぜ
ひ
、
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

▽
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▽
会
場

平
塚
の
は
ら
っ
ぱ

お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福

祉
協
議
会（
1
33
―
２
３
３
３
）

へ
。

u日時 11月23日（祝）午後1時30分開演
u会場 中央公民館 u定員 700人（先着順）
u申し込み方法 はがきに参加希望者全員の
住所、氏名、電話番号を記入して（未就学児
の保育を希望する方はお子さんの名前と年
齢も記入して）男女共同参画推進室（〒254－
8686 浅間町9－1・内線2172）へ

課（
1
35
―
８
１
１
３
）へ
。

◆
介
護
保
険
運
営
協
議
会

u

日
時

10
月
27
日（
水
）午
後

1
時
30
分
〜
3
時

※
午
後
1
時
ま
で
に
お
集
ま
り

く
だ
さ
い

u

会
場

市
役
所
南
附
属
庁
舎

2
階
Ｄ
会
議
室

u

定
員

10
人（
当
日
抽
選
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、
介
護
保

険
課（
1
21
―
８
７
９
０
）へ
。

◆
教
育
委
員
会
定
例
会

u

日
時

①
10
月
22
日（
金
）②

11
月
26
日（
金
）午
後
2
時
開
会

u

会
場

豊
原
分
庁
舎
1
号
館

1
階
会
議
室

u

定
員

10
人（
先
着
順
）

お
申
し
込
み
は
、
教
育
総
務

チケットは、市民センター、ヨネザワ楽器、山野楽器平塚ラスカ店で
発売しています。 □問 文化財団（132－2237）

重
要
文
化
財
を
特
別
公
開

小さなアコーディオン

「コンサティーナ」の名

手メアリー・マクナマラ

さんを迎えます。

◇日時　11月2日（火）

午後6時30分開演

◇会場　市民センター大会議室

◇出演 メアリー・マクナマラ、守

安功、守安雅子ほか

◇入場料 1,500円（全席自由）

◇日時　12月12日（日）
午後2時開演

◇会場　市民センター
◇演奏曲目
ベートーベン　
交響曲第九番ニ短調作品
125「合唱付」ほか

◇出演 神奈川大学管弦楽
団、湘南ひらつか第九の
つどい合唱団ほか

◇入場料 1,000円（全席自由）

と
オ
ペ
ラ 

サロンコンサート
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あ
な
た
の
声
を
生
か
し
ま
す

▼
市
長
へ
の
手
紙

郵
送
料
市
負
担
の
手
紙
。
公
民
館
な
ど
に
あ
り
ま
す
。

▼
な
で
し
こ
フ
ァ
ク
ス

送
信
料
市
負
担
の
フ
ァ
ク
ス
。
番
号
は

7
０
１
２
０
―
７
０
４
５
８
９

▽
問
い
合
わ
せ
先

市
民
情
報
・
相
談
課
（
1
21
―

８
７
６
４
）

な

で

し

こ

フ

ァ

ク

ス

市民相談室
（市役所１階）

121－8764
◇人権 10月19日（火）、11月
２日（火）13時～16時

◇行政　11月２日（火）13時～
16時

◇一般法律（予約制）毎週水・
木曜日13時～16時

◇登記・供託・測量 11月12日
（金）13時～16時
◇住宅（新・改築） 10月19日
（火）13時～16時
◇発明・考案・特許 11月８日
（月）10時～15時
◇下請け取り引き 10月18日
（月）13時30分～16時
◇年金・社会保険・労災 11月
9日（火）13時～16時

◇外国籍市民
スペイン語相談は毎月第１・３
水曜日９時～12時、ポルト
ガル語相談は毎月第２・４水
曜日９時～12時

◇建築設計・耐震・バリアフリー
10月18日（月）13時～16時

◇許認可各種届出 10月26日
（火）13時～16時
◇労働（勤労者・事業主対象）
11月5日（金）13時～16時

◇一般市民 毎週月～金曜日
８時30分～17時

◇来所・電話 毎週月～金曜日
９時30分～12時・13時～16時

◇法律（予約制）11月９日（火）
13時30分～15時30分

◇生活支援　毎週月～金曜日

８時30分～17時
◇ボランティア 毎週月～金
曜日８時30分～17時

◇母子・家庭児童 毎週月～
金曜日９時～16時

◇手話案内 FAX35－5770
毎週金曜日９時～12時30分
◇精神保健福祉（予約制）毎週
火・木曜日９時～16時

◇子どもの発達・発育の相談
毎週月・水・金曜日10時～15

時（来所相談は予約制）

◇来所（予約制・生活習慣病な
どの相談）10月19日（火）・11
月２日（火）の９時30分～11
時と10月26日（火）・11月12
日（金）の13時～15時

◇青少年相談　毎週月～土曜
日10時～18時30分

◇青少年専用ダイヤル・ヤング
テレホン133－7830

みみでなやみなし

毎週
月～土曜日10時～18時30分

◇子育ての相談・情報提供
月・火・水・金曜日９時30
分～16時

◇来所 毎週月～金曜日10時
～17時

◇電話 毎週月～土曜日９時
～17時（第２・４土曜日は除く）

◇来所・電話 毎週月～金曜
日８時30分～17時

◇来所・電話 毎週月～金曜日
９時30分～16時

平塚 
商業高 国道1号 

崇善小 

至茅ケ崎 

保健センター 

国道1号 

春日野中 

春日野中入口 

平塚 
農業高 

郵
便
局 

勤労会館 

見附台体育館見附台体育館 見附台体育館 

市営紅谷町市営紅谷町 
駐車場 
市営紅谷町 
駐車場 

新大縄橋 

JA湘南 

豊
田
公
民
館 

中
原
保
育
園 

県
道
平
塚
伊
勢
原
線 

福祉事業 
センター 
福祉事業 
センター 

JAビルかながわ 

市民センター 

豊
田
分
庁
舎 

平塚駅 

子ども教育 
相談センター 

市役所 

福
祉
会
館

福
祉
会
館 

福
祉
会
館 

保健福祉総合相談
（市役所南附属庁舎１階）

121－8779

福祉会館

133－2333

消費生活センター
（JAビルかながわ2階）

121－7530

子育て支援センター
（豊田分庁舎）

1・FAX34－9076

ヘルスアップ相談
（保健センター）

134－0311

障害がある方の相談
（市役所南附属庁舎1階・障害福祉課）

121－8774

女性のための相談
（市役所東附属庁舎2階・男女共同参画推進室）

121－9611

青少年相談室
（市民センター２階）

134－7311
療育相談室

（福祉事業センター）
1・FAX32－2738

子ども教育相談センター
（崇善小学校北側）

136－6013

「
曽
我
物
語
」
は
、
鎌
倉
時
代
初
め
に
起
き
た
曽
我
兄
弟
の

敵
討
ち
の
物
語
で
す
。
曽
我
物
語
は
江
戸
時
代
に
は
謡
曲
や
演

劇
な
ど
で
広
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
歌
舞
伎

か

ぶ

き

の
世
界

で
は
今
な
お
、
高
い
人
気
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
曽
我
兄
弟
の
兄
・
十
郎
の
恋
人
と
し
て
登
場
す
る
の
が

平
塚
宿
ま
た
は
山
下
の
出
身
と
伝
え
ら
れ
る
「
虎
女

と
ら
じ
ょ

」
で
す
。

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
平
塚
に
い
く
つ
も
の
史
跡
を
残
す
虎
女
と

は
ど
う
い
う
人
物
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
歴
史
の
中

で
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
十
一
月
十

三
日
に
は
、
中
央
公
民
館
で
こ
れ
ら
を
探
る
ふ
る
さ
と
歴
史
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
虎
女
と
曽
我
兄
弟
」
を
開
催
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
　
社
会
教
育
課
（
1
35
ー
８
１
３
０
）

「新平塚市総合計画改訂基本計画第
2次実施計画」（計画期間は平成13年度
～15年度）の実績がまとまりました。
この計画には福祉、環境などの分野

別に440の事業があります。3年間でこ
のうちの95.2％にあたる419事業に取り
組みました（事業費502億2,312万円・執
行率85.8%）。
また、未着手の事業は21事業でした。

これらの事業は通常業務で研究してい
くなどのほか、9事業を平成16年度か
らの第3次実施計画に引き継ぎ、掲げ
ました。この実施計画の実績内容は、
公民館や図書館などにある実施状況表
や市のホームページでご覧いただけま
す。主な内容は次のとおりです（金額
は万円単位に四捨五入）。
◆分野と3年間に実施した主な事業
①健康・福祉、市民生活、防災・安全
u事業数など 事業数120、着手事業数
116、事業費132億9,949万円

u主な事業 町内福祉村の推進、小児
医療費の助成

②産業
u事業数など 事業数74、着手事業数
72、事業費44億8,193万円

u主な事業 商店街共同施設整備の支
援、中小企業金融の支援

③学校教育、生涯学習、芸術・文化、交流
u事業数など 事業数110、着手事業数

106、事業費56億6,183万円
u主な事業 私立幼稚園などの就園費
の補助、学校校舎耐震補強

④水辺・みどり、都市基盤、環境
u事業数など 事業数128、着手事業数
117、事業費262億5,671万円

u主な事業 西口地区再開発、馬入ふ
れあい公園の整備、五領ケ台西線の
整備、リサイクルプラザの整備
⑤地域情報化の推進・行財政改革など
u事業数など 事業数8、着手事業数
8、事業費5億2,316万円

u主な事業 コミュニティFMの活用、
戸籍情報システムの導入
◆未着手事業のうち第3次実施計画に
引き継ぐ主な事業

●災害情報システムの整備、消防署神
田出張所の整備、学校屋内運動場の
耐震補強

平塚市では、平成14年4月から第4次
行政改革に取り組んでいます。実施期
間は平成17年3月までです。
平成15年度の取り組みでは、経費の

削減などにより、4億4,883万8,000円の
効果がありました。また、効率的な行
政運営などを図るためにかかった経費
は4,610万円でした。これらを差し引い
た4億273万8,000円が平成15年度の行政
改革の成果です。主な成果は次のとお
りです（金額は万円単位に四捨五入）。
■経費の削減や収入の確保など
●公共下水道使用料の賦課徴収事務を
水道局に委託…1,229 万円

●医療事務などの委託業務の見直し…
4,291万円

●納期前納付報奨金制度を廃止…1億
2,631万円

●公共下水道普及促進の事務を委託…
132万円

●遊休市有地などの市有財産の売却な
ど…7,880万円

●定員適正化計画の推進により、職員
を14人削減…1億1,155万円

●従事職員の賃金など競輪開催経費の
見直し…7,503万円

■効率的な行政運営や市民サービスの
向上

●土屋・大野・四之宮公民館の施設管
理を民間委託…545万円

●庁内パソコンネットワークの充実…
17万円

●岡崎地区に市民参加により町内福祉
村を設置…116万円

●企業のISO14001認証取得に対す
る支援…210万円

●民間保育所開設の支援など待機児童
対策の推進…3,723万円

■そのほかの市民サービスの向上
● 3月末から4月初めにかけて、住民異
動のための市役所窓口を土・日曜日
に開庁

●駅前市民窓口センターで午後5時以
降も戸籍証明を発行

●文化財解説ボランティアを養成し、
協働を推進

●審議会などの会議の公開を推進
●ごみ処理施設で、土・日曜日の家庭
ごみの受け入れが可能に

「 」

山下バス停 

坂 道
 

坂 道
 

高村団地バス停 高村団地バス停 

「旭地名発祥 
の由来」碑 
「旭地名発祥 
の由来」碑 

市営万田 
住宅 

湘南平 湘南平 

勝原小 

旭小 旭小 

山城中 

万田 万田 

山下小 

金
目
川 

下万田バス停 下万田バス停 

下山下公民館入口 下山下公民館入口 

高根 高根 

遺
跡
、
古
寺
、
地
名
由
来
碑
、
そ

し
て
曽
我
兄
弟
や
虎
女
に
ま
つ
わ

る
史
跡
。
旭
地
区
に
は
い
く
つ
も

の
歴
史
の
名
所
が
あ
り
ま
す
。
湘

南
ひ
ら
つ
か
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

「
虎
女
が
遊
ん
だ
み
ち
」
を
参
考

に
こ
の
歴
史
の
地
を
ぶ
ら
り
と
散

策
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

市
内
に
あ
る
曽
我
兄
弟
や
虎
女

に
ま
つ
わ
る
史
跡
の
う
ち
、
山
下

地
区
に
伝
わ
る
史
跡
を
中
心
に
巡

り
ま
す
。
周
辺
の
古
寺
や
遺
跡
も

訪
れ
る
約
一
時
間
の
ハ
イ
キ
ン
グ

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
（
左
上
図

参
照
）。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
商
業
観
光

課
（
1
35
ー
８
１
０
７
）へ
。

●１
虎
女
の
文
塚
跡
・・・
虎
女
が
亡
き

曽
我
十
郎
へ
の
思
い
を
断
ち
切
ろ

う
と
、
送
ら
れ
た
文
（
手
紙
）
を
焼

い
た
場
所
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
は
「
白
藤
稲
荷
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。

●２
岩
戸
分
神
社
・・・
高
根
の
鎮
守
で
、

戦
国
時
代
に
小
田
原
城
主
と
な
っ

た
北
条
早
雲
が
高
麗
山
に
砦

と
り
で

を
築

い
た
跡
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

●３
海
音
寺
・・・
天
台
宗
の
お
寺
で
、

荘
厳
寺
三
十
三
世
・
慶
珍
の
開
山

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

●４
荘
厳
寺
・・・
天
台
宗
の
お
寺
で
、

本
尊
地
蔵
は
虎
女
の
持
念
仏
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

●５
山
下
長
者
屋
敷
跡
・・・
土
塁
や
堀

の
一
部
が
残
っ
て
い
て
、
虎
女
は

こ
の
館
で
誕
生
し
た
と
も
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

●６
虎
女
住
庵
の
跡
・・・
昔
、
花
水
山

東
光
寺
の
あ
っ
た
地
と
さ
れ
、
虎

女
が
尼
に
な
っ
て
静
か
に
暮
ら
し

た
場
所
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。「
虎

女
住
庵
の
跡
」
の
碑（
上
写
真
）が

立
っ
て
い
ま
す
。

●７
万
田
貝
塚
遺
跡
・・・
縄
文
時
代
の

遺
跡
で
、
多
く
の
貝
殻
や
土
器
片
、

土
偶
が
出
土
し
ま
し
た
。
現
在
は

道
路
沿
い
に
「
貝
殻
坂
遺
跡
」
の

碑
が
立
っ
て
い
ま
す
。

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
か
ら
少
し

足
を
伸
ば
し
た
旭
小
学
校
の
北
東

の
角
に
「
旭
地
名
発
祥
の
由
来
」

碑
が
あ
り
ま
す
。
今
年
六
月
に
完

成
し
た
こ
の
碑
に
は
、
明
治
三
十

四
年
（
一
九
○
一
年
）
に
当
時
の

村
の
大
字
を
合
わ
せ
た
「
九
」
の

字
と
「
日
」
の
字
を
組
み
合
わ
せ

て
、「
旭
」と
し
た
由
来
が
刻
ま
れ

て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育

課（
1
35
ー
８
１
３
０
）へ
。

「
虎
女
住
庵
の
跡
」
の
碑

▲

▲「旭地名発祥の由来」碑

湘南ひらつかハイキングコース「虎女が遊んだみち」
山下バス停ー（3分）ー●１虎女の文塚跡ー（7分）ー●２岩戸分神社ー（10分）ー
●３海 音 寺ー（5分）ー●４荘 厳 寺ー（3分）ー●５山下長者屋敷跡ー（2分）ー
●６虎女住庵の跡ー（10分）ー●７万田貝塚遺跡ー（10分）ー高村団地バス停

【山下バス停までの交通】

●a平塚駅北口⑫番線から山下廻り松岩寺行き、大人片道170円。約20分。
湘南平行き、山下廻り二宮駅行きも停車します。

▲
双
筆
五
十
三
次
大
磯
／
初
代
歌
川
広
重
・
三
代
歌
川
豊
国
作
／
丸
屋
版
大

錦
一
枚
／
安
政
元
年
（
一
八
五
四
年
）
／
今
泉
義
廣
氏
蔵
。
ラ
イ
バ
ル
同

士
だ
っ
た
広
重
と
豊
国
が
仲
直
り
の
記
念
に
と
手
が
け
た
作
品
で
、
五
十

三
次
の
中
に
そ
の
宿
の
風
景
や
伝
説
上
の
人
物
を
描
い
て
い
る
。
大
磯
宿

を
描
い
た
こ
の
絵
の
中
に
は
「
虎
女
」
と
「
曽
我
十
郎
」
が
い
る
。

曽
我
物
語
は
、「
忠
臣
蔵
」や「
伊い

賀が

越ご
え

鍵か
ぎ

屋や

の
辻
」
と
と
も
に
日
本

三
大
敵
討
ち
の
一
つ
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

曽
我
兄
弟
の
敵
討
ち
事
件
は
一

一
九
三
年
五
月
二
十
八
日
、
富
士

の
裾
野
で
起
き
ま
し
た
。
源
頼
朝

が
狩
り
の
た
め
訪
れ
て
い
た
こ
の

地
に
そ
の
有
力
御
家
人
で
あ
り
、

曽
我
兄
弟
の
父
の
敵
で
あ
る
工
藤

祐
経

す
け
つ
ね

が
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
兄
弟

は
工
藤
祐
経
を
討
ち
、
思
い
を
果

た
し
ま
す
。
し
か
し
、
兄
・
十
郎

は
そ
の
場
で
新
田
忠
常
に
討
た
れ
、

弟
・
五
郎
は
捕
ら
え
ら
れ
、
翌
日
、

首
を
斬
ら
れ
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
こ
の
事
件
は
曽
我
兄

弟
の
祖
父
・
伊
東
祐
親

す
け
ち
か

が
一
族
の

工
藤
祐
経
の
領
地
を
奪
っ
た
こ
と

に
始
ま
り
ま
す
。
工
藤
祐
経
は
、

家
来
に
伊
東
祐
親
と
そ
の
子
・
河

津
三
郎
（
曽
我
兄
弟
の
父
）
の
暗

殺
を
命
じ
ま
す
。
伊
豆
で
の
狩
り

の
帰
り
道
、
二
人
の
命
が
ね
ら
わ

れ
ま
す
。
し
か
し
、
伊
東
祐
親
は

大
事
に
至
ら
ず
、
河
津
三
郎
だ
け

が
命
を
落
と
し
ま
し
た
。
父
を
亡

く
し
た
兄
弟
は
母
が
再
婚
し
た
曽

我
祐
信
の
元
で
育
て
ら
れ
、
工
藤

祐
経
へ
の
敵
討
ち
の
心
を
抱
い
て

生
き
て
い
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
兄
・
十
郎
は
工
藤
祐

経
の
情
報
を
集
め
る
目
的
で
街
道

沿
い
の
宿
を
尋
ね
歩
い
た
と
い
い

ま
す
。

平
塚
宿
の
遊
女
・
夜や

叉し
ゃ

王お
う

を
母

に
、
宮く

内な
い

判は
ん

官が
ん

家い
え

長な
が

を
父
に
持
つ

虎
女
は
、「
寅
の
年
、
寅
の
日
、
寅

の
時
」
に
生
ま
れ
た
の
で
、「
三

虎
御
前
」
と
呼
ば
れ
、
育
て
ら
れ

ま
し
た
。
父
の
死
後
、
容
貌

よ
う
ぼ
う

の
良

さ
か
ら
大
磯
宿
の
長
者
（
遊
女
の

長
）
菊
鶴
に
も
ら
い
受
け
ら
れ
ま

す
。
そ
し
て
、
十
七
歳
の
と
き
、
工

藤
祐
経
の
情
報
を
得
る
た
め
旅
を

続
け
る
曽
我
十
郎
と
大
磯
宿
で
出

会
い
、
恋
人
同
士
と
な
り
ま
し
た
。

虎
女
は
、
曽
我
十
郎
か
ら
敵
討

ち
の
こ
と
を
打
ち
明
け
ら
れ
た
唯

一
の
女
性
で
、
死
後
の
弔
い
を
託

さ
れ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
曽
我

兄
弟
の
死
後
、
出
家
し
、
尼
と
な

っ
た
虎
女
は
善
光
寺
（
現
在
の
長

野
市
）に
彼
ら
の
骨
を
納
め
、諸
国

を
歩
き
ま
す
。

曽
我
兄
弟
の
敵
討
ち
事
件
は
、

虎
女
や
女
性
宗
教
者
、
遊
女
た
ち

に
よ
り
語
ら
れ
、
広
が
っ
て
い
っ

た
と
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
語
る

ご
と
に
哀
れ
さ
が
深
ま
り
、
民
衆

に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

や
が
て
、「
語
り
」
は
文
学
的
な

脚
色
を
つ
け
ら
れ
な
が
ら
醸
成
さ

れ
、「
物
語
」
と
な
り
、
現
代
へ
と

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

曽
我
兄
弟
と
虎
女
の
墓
は
箱
根

を
は
じ
め
、
大
分
や
鹿
児
島
に
ま

で
分
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
虎

女
に
ま
つ
わ
る
史
跡
は
東
北
か
ら

九
州
に
ま
で
残
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
だ
け
の
広
が
り
を
見
せ
た

と
こ
ろ
か
ら
、
曽
我
兄
弟
の
敵
討

ち
事
件
が
記
憶
に
残
る
ほ
ど
衝
撃

的
で
あ
っ
た
こ
と
、
多
く
の
人
々

に
共
感
を
も
た
れ
た
語
り
で
あ
っ

た
こ
と
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

多
く
の
人
に
語
ら
れ
た
曽
我
物

語
は
、
江
戸
時
代
、
謡
曲
や
演
劇

の
世
界
で
花
開
き
、「
曽
我
物
」
と

い
う
一
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
を
作
り
上

げ
ま
し
た
。
今
で
も
「
寿
曽
我
対

面
」
と
い
う
演
目
は
正
月
に
開
か

れ
る
歌
舞
伎
の
初
春
興
行
の
定
番

と
な
っ
て
い
ま
す
。ほ
か
に
も「
助

六
」
や
「
外う

い

郎ろ
う

売う
り

」
と
い
っ
た
演

目
で
は
曽
我
五
郎
が
モ
デ
ル
と
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
俳
句
の
世
界
で
も
五
月

二
十
八
日
、
敵
討
ち
の
あ
っ
た
日

に
降
る
雨
を
「
虎
が
雨
」
と
い
い

ま
す
。「
虎
が
雨
」
は
夏
の
季
語

に
な
っ
て
お
り
、
小
林
一
茶
や
高

浜
虚
子
な
ど
が
そ
の
句
の
中
で
詠

み
込
ん
で
い
ま
す
。
虎
女
の
悲
し

み
の
涙
が
雨
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
、

「
虎
が
涙
」
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

総合計画 第2次実施計画
～95.2％に取り組みました～

◆問い合わせ先　企画課（121ー8760）

行政改革 96の推進項目
～平成15年度は約4億円の成果～

語
ら
れ
続
く
伝
説
の
物
語 

語
ら
れ
続
く
伝
説
の
物
語 

虎
女
に
ま
つ
わ
る
史
跡
を
巡
る 

虎
女
に
ま
つ
わ
る
史
跡
を
巡
る 

進む、わがまち平塚市平塚市。 進む、わがまち平塚市。 

総合計画・行政改革実績まとまる 総合計画・行政改革実績まとまる 

ゆるぎの山なみを越えて今に伝わる曽我伝説を
テーマにシンポジウムを開きます。

■日時　11月13日（土）
午後1時～4時30分

■会場　中央公民館
■基調講演「頼朝政権と曽我仇

あだ

討ちの
謎
なぞ

」／講師　井沢元彦さん（作家）
■パネルディスカッション「虎女と曽我物語」

uパネリスト　歴史学：坂井孝一さん（創価大学教授）、文学：大川
信子さん（常葉学園短期大学教授）、民俗学：新谷尚紀さん（国立
歴史民俗博物館教
授）

uコーディネーター
櫻井衣里子さん（元
平塚市市民アナウ
ンサー） 坂井孝一さん 大川信子さん 新谷尚紀さん 櫻井衣里子さん

◆申し込み方法　はがきに参加を希望する方（2人まで）の住所、氏名、
電話番号を記入し、社会教育課「ふるさと歴史シンポジウム」係
（〒254ー0051豊原町2―21）へ
◆定員　500人（先着順） ◆問い合わせ先 社会教育課（135ー8130）

井沢元彦さん

ふるさと
歴史

シンポジ
ウム

工藤祐隆 

河
津
三
郎 

伊
東
祐
清 

八
重
姫 

源
頼
朝 

曽
我
祐
信 

 

曽
我
兄
弟
の
母 
一
万
丸 

（
曽
我
十
郎
） 

 

箱
王
丸 

（
曽
我
五
郎
） 

工
藤
祐
経
　
犬
房
丸 

千
鶴
丸 

伊
東
祐
親 

祐継 祐家 

曽我兄弟の系図 



日（
木
）
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

●B
11
月
18
日（
木
）午
後
１
時
30

分
〜
３
時
●C
11
月
19
日（
金
）午

前
10
時
30
分
〜
正
午
●D
11
月
19

日（
金
）午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▽
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
の

60
歳
以
上
の
方

★
手
作
り
お
も
ち
ゃ
教
室

▽
コ
ー
ス
と
日
時

●Ａ
11
月
18

日（
木
）午
前
10
時
30
分
〜
11
時

30
分
●B
11
月
18
日（
木
）午
後
１

時
30
分
〜
２
時
30
分
●C
11
月
19

日（
金
）午
前
10
時
30
分
〜
11
時

30
分
●D
11
月
19
日（
金
）午
後
１

時
30
分
〜
２
時
30
分
●E
11
月
20

日（
土
）午
前
10
時
30
分
〜
11
時

30
分
●F
11
月
20
日（
土
）午
後
１

時
30
分
〜
２
時
30
分

▽
定
員

各
40
人（
抽
選
）

お
申
し
込
み
は
、
往
復
は
が

き
に
希
望
の
教
室（
大
会
）名
と

コ
ー
ス
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
し
て
社
会
福

祉
協
議
会（
〒
254
―
0047
追
分
１

―
43
・
1
33
―
２
３
３
３
）へ

※「
ふ
れ
あ
い
囲
碁
将
棋
大
会
」

に
参
加
希
望
の
方
は
障
害
の
有

無
と
種
目
・
段
級
、「
小
学
生
と

高
齢
者
の
陶
芸
教
室
」
に
参
加

希
望
の
方
は
学
年
と
二
人
の
関

係
も
記
入

◆
締
め
切
り

10
月
29
日（
金
）

★
陶
芸
教
室

▽
コ
ー
ス
と
日
時

●Ａ
11
月
18

平成16年10月15日　６
平塚市役所　電話23－1111・35－1111

健康･福祉

たくさんの緑に囲まれた総合公園では、花壇や樹木の肥料に公園内の落ち葉
で作ったたい肥を使っています。
今回、このたい肥（1袋5㎏入り）を市民のみなさんに無料でお配りします。

u日時 10月23日（土）午前10時30分～11時30分　※雨天の場合は26日（火）
u会場 総合公園北駐車場西側広場　u配布個数 200個（1人1個・先着順）

▽
実
施
期
間

10
月
15
日（
金
）

〜
平
成
17
年
１
月
31
日（
月
）

▽
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
で
、

接
種
す
る
日
に
65
歳
以
上
の
方
、

ま
た
は
60
歳
以
上
で
心
臓
・
腎じ

ん

臓
・
呼
吸
器
な
ど
に
身
体
障
害

者
手
帳
１
級
程
度
の
障
害
が
あ

る
方
（
身
体
障
害
者
手
帳
が
あ

る
方
は
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

▽
費
用

一
千
円

※
次
に
該
当
す
る
方
は
無
料
で

接
種
を
受
け
ら
れ
ま
す

①
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

（「
生
活
保
護
受
給
者
証
」
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
）
②
市
民
税
非

課
税
世
帯
の
方
（
市
役
所
や
市

民
窓
口
セ
ン
タ
ー
で
発
行
す
る

「
市
民
税
非
課
税
証
明
書
」ま
た

は「
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
」

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

▽
持
ち
物

健
康
保
険
証

▽
実
施
場
所

市
内
と
近
隣
の

医
療
機
関
（
公
民
館
に
あ
る
ち

ら
し
、
平
塚
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
課

（
内
線
２
２
６
０
）へ
。

平
成
十
七
年
四
月
か
ら
市
内

の
小
学
校
に
入
学
す
る
お
子
さ

ん
に
、
入
学
前
の
健
康
診
断
を

実
施
し
ま
す
。

該
当
す
る
お
子
さ
ん
が
い
る

ご
家
庭
に
は
、
十
月
上
旬
に
通

知
書
を
送
っ
て
い
ま
す
。
通
知

書
が
届
か
な
い
場
合
や
、
外
国

籍
の
お
子
さ
ん
で
入
学
を
希
望

す
る
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
学
務
課

（
1
35
―
８
１
１
８
）へ
。

ア
レ
ル
ギ
ー
科
、
皮
膚
科
の

医
師
が
、
ア
レ
ル
ギ
ー
や
ア
ト

ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
ケ
ア
に
つ
い

て
話
し
ま
す
。

▽
日
時

10
月
29
日（
金
）午
後

２
時
〜
３
時
30
分

▽
会
場

ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
プ

ラ
ザ（
Ｍ
Ｎ
ビ
ル
11
階
）

▽
定
員

120
人（
先
着
順
）

お
申
し
込
み
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー（
1
34
―
０
３
１
１
）へ
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
で
は
安
心
と
ゆ
と
り

を
持
っ
て
子
育
て
が
で
き
る
よ

う
に
、
依
頼
会
員
（
子
育
て
の

手
助
け
を
し
て
ほ
し
い
方
）
と

支
援
会
員
（
子
育
て
の
手
伝
い

を
し
た
い
方
）を
募
集
し
ま
す
。

【
支
援
会
員
講
習
会
】

新
た
に
支
援
会
員
に
な
る
方

を
対
象
に
講
習
会
を
開
き
ま
す
。

支
援
会
員
の
登
録
を
希
望
す
る

方
は
、
十
一
月
五
日（
金
）ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
日
時

11
月
15
日（
月
）・
16

日（
火
）・
18
日（
木
）、
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

▽
会
場

勤
労
会
館

▽
定
員

50
人（
先
着
順
）

お
申
し
込
み
は
、
公
民
館
や

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
（
豊
田
分
庁
舎
内
・
1

34
―
７
１
０
１
）
に
あ
る
申
し

込
み
書
を
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
証

を
お
持
ち
で
一
定
以
上
の
医
療

費
を
支
払
っ
た
方
は
、
高
額
医

療
費
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
該
当
す
る
方
に
は
、
医

療
費
を
支
払
っ
た
月
か
ら
三
か

月
後
に
、
高
額
医
療
費
を
受
け

取
る
た
め
の
申
請
書
を
送
っ
て

い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
険
年

金
課
（
内
線
２
６
９
３
）へ
。

医
療
や
栄
養
に
つ
い
て
の
相

談
会
も
同
時
に
実
施
し
ま
す
。

▽
日
時

10
月
24
日（
日
）午
後

１
時
30
分
〜
３
時

老
人
保
健
高
額
医
療
費
の

支
給
申
請
を
忘
れ
ず
に

▽
会
場

ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
プ

ラ
ザ（
Ｍ
Ｎ
ビ
ル
11
階
）

▽
講
師

田
中
克
己
さ
ん（
湘

英
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

▽
申
し
込
み
先

平
塚
市
腎じ

ん

友ゆ
う

会か
い

事
務
局（
1
31
―
１
９
６
０
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
課

（
内
線
２
２
６
０
）へ
。

十
二
月
に
年
末
慰
問
金
を
お

届
け
し
ま
す
。

対
象
に
な
る
方
は
、
地
区
の

民
生
委
員
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▽
対
象

①
生
計
が
困
難
な
世

帯

②
在
宅
重
度
身
体
・
知
的

障
害
者
（
身
体
障
害
者
手
帳
１

〜
２
級
、
療
育
手
帳
A1
〜
A2
を

お
持
ち
の
方
）
③
精
神
障
害
者

（
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
を
お
持
ち
の
方
）

▽
締
め
切
り

12
月
13
日（
月
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福

祉
協
議
会（
1
33
―
２
３
３
３
）

へ
。

▽
日
時

①
補
装
具

10
月
22

日（
金
）、
11
月
26
日（
金
）、
12

月
24
日（
金
）
午
後
１
時
〜
２
時

②
車
い
す

11
月
26
日（
金
）午

後
２
時
30
分
〜
３
時

▽
会
場

市
役
所
南
附
属
庁
舎

２
階
会
議
室

▽
持
ち
物

身
体
障
害
者
手
帳

お
問
い
合
わ
せ
は
、
障
害
福

祉
課（
1
21
―
８
７
７
４
）へ
。

医療費の助成（小児・老人）

小学校就学前までの子どもが病気
などで通院や入院をした場合、また
は小学生から中学生までの子どもが
入院した場合に保険適用分の医療費
を助成します。
ただし、1歳以上には所得制限が

あります。

70歳以上の方は、高齢者医療制度
による医療が受けられます。これに

加え、平塚市では、68歳・69歳の方
を対象に保険適用分の医療費を助成
しています。
ただし、一部

負担金および入
院時食事療養費
は自己負担とな
り、その負担割
合は1割（一定以
上の所得がある
方は2割）になり
ます。

□問 保険年金課（内線2693）

小
学
校
入
学
前
の
健
康

診
断
を
実
施
し
ま
す

結婚して、夫の姓を名乗る女性

の中には、「愛着のある自分の姓を

変えたくない」、「仕事に支障があ

る」など不都合を感じている人も

います。法律では夫婦は同じ姓を

名乗らなければなりませんが、夫

か妻のどちらかの姓を選択できる

のです。

夫婦別姓を希望して婚姻届を出

さない人もいますが、法律的に婚

姻をしないと生まれてくる子ども

が不利な扱いを受けると考える人

もいます。

夫婦別姓制度は国会でも様々な

議論があり、今後法律がどのよう

に変化していくのか分かりません。

大切なのは、男女が多様な価値観

を持って生きていくことを認め合

う社会にしていくことです。

□問 男女共同参画推進室（内線2172）

夫夫夫夫婦婦婦婦別別別別姓姓姓姓
夫夫夫夫のののの姓姓姓姓をををを名名名名乗乗乗乗ららららなななないいいいとととと
いいいいけけけけなななないいいいのののの？？？？

子
ど
も
の
ア
レ
ル
ギ
ー
に

つ
い
て
お
話
し
し
ま
す

「
腎
臓
病
」と「
糖
尿
病
」の
講
演

会
と
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

子
育
て
支
援
の
会
員

を
募
集
し
ま
す

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す

補
装
具
や
車
い
す
に
つ
い

て
の
相
談
会
を
開
き
ま
す

年
末
慰
問
金
を
お
届
け

し
ま
す

わ
た
し
た
ち
は
一
年
に
一
歳
年
を

と
り
ま
す
。
普
通
は
「
誕
生
日
を
迎

え
る
と
年
を
と
る
」
と
考
え
る
と
思

い
ま
す
が
、
民
法
で
は
誕
生
日
の
前

の
日
に
年
齢
が
一
歳
加
算
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
四

月
一
日
生
ま
れ
の
人
は
、
三
月
三
十

一
日
の
う
ち
に
一
歳
年
を
と
る
と
い

う
こ
と
な
の
で
す
。

実
は
、
年
金
制
度
も
こ
の
民
法
の

年
齢
規
定
に
よ
っ
て
事
務
手
続
き
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
す
る
と
、
ど

の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
る
で
し
ょ
う
。

一
日
生
ま
れ
の
方
は
、
年
金
の
加

入
手
続
き
で
は
ち
ょ
っ
と
し
た
注
意

が
必
要
で
す
。
誕
生
月
の
前
月
の
う

ち
に
年
齢
が
一
歳
加
算
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
の
で
、
二
十
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
る
一
日
生
ま
れ
の
方
は
、
誕
生

月
の
前
月
分
か
ら
年
金
保
険
料
を
負

担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
年
金
保
険
料
の
納
付
は
六

十
歳
の
誕
生
月
の
前
月
が
最
後
な
の

で
、
一
日
生
ま
れ
の
人
は
六
十
歳
の

誕
生
月
の
前
々
月
、
た
と
え
ば
四
月

一
日
生
ま
れ
の
方
な
ら
二
月
が
最
後

の
保
険
料
納
付
月
に
な
り
ま
す
。

◆
保
険
年
金
課（
1
21
ー
８
７
７
７
）

＝１日生まれは気をつけて＝

★
ふ
れ
あ
い
囲
碁
将
棋
大
会

▽
日
時

11
月
19
日（
金
）午
前

９
時
30
分
〜
午
後
３
時

▽
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
の

60
歳
以
上
の
方
と
身
体
障
害
者

手
帳
を
お
持
ち
の
方

★
小
学
生
と
高
齢
者
の
た
め
の

陶
芸
教
室

▽
日
時

11
月
20
日（
土
）午
前

10
時
30
分
〜
正
午

▽
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
の

小
学
生
と
60
歳
以
上
の
方

▽
定
員

10
組
20
人（
抽
選
）

★
お
菓
子
作
り
教
室

▽
日
時

11
月
20
日（
土
）午
前

10
時
〜
正
午

▽
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
の

小
学
生
と
60
歳
以
上
の
方

▽
定
員

10
組
20
人（
抽
選
）

参
加
し
ま
せ
ん
か

福
祉
ま
つ
り

■小児医療費の助成

■老人医療費の助成

総合公園の落ち葉から作りました

自家製のたい肥はいかがですか
◇問い合わせ先　総合公園管理事務所（135－2233）

①50代からの女性の健康・食生活術
（調理実習と栄養士の話）

u日時 11月18日（木）午前10時～午後2時
u会場 保健センター
u材料費 300円
u定員 30人（先着順）
②あなたならどう使う？「サプリメント」
（調理実習と栄養士の話）

u日時 11月26日（金）午前10時～午後2時
u会場 保健センター
u材料費 300円
u定員 30人（先着順）
③糖尿病のやさしい知識
（医師、栄養士などの話と軽い体操）

u日時 11月27日（土）午後2時～4時
u会場 保健センター
u定員 30人（先着順）

お申し込みは、①②は往復はがきに教室名、
住所、氏名、年齢、電話番号を記入して、③は電
話で、保健センター（134－0311）へ。

健康教室に参加しよう

 

７ 

外枠の破線で切り取り、市販のポケットアルバムなどに入れて使うと便利です。 



地域の歴史や、みなさんの活動を紹介するテレビ番組「みんなのテレビ～平塚発・

まち探検～」を、神田公民館から生放送でお届けします。どうぞ、ご覧ください。

u放送日時 10月23日（土）午後2時～2時45分

u放送チャンネル ケーブルテレビSCN湘南チャンネル（2チャンネル）

～平塚発・まち探検～

神田公民館から生放送
◇問い合わせ先　広報課（121－8761）

◇出発日　11月11日（木）、14日（日）、21日（日）、
23日（火）

◇費　用　15,000円（2泊3日6食付き・税込み）
〈1日目〉
平塚駅南口発（13：30）→ひらつか天城山荘

〈2日目〉
ひらつか天城山荘発（9：30）→出会い橋・世古
峡・水生地下→旧天城トンネル→滑沢渓谷（昼
食）→いのしし村→山荘着（15：30）

〈3日目〉
ひらつか天城山荘発（9：30）→伊東小室山公園
（つばき園・昼食）→平塚着（14：00）

７ 広報ひらつか　第777号（1日・15日発行） 情 報 館
http://www.city.hiratsuka.kanagawa.jp/

◆
親
子
環
境
教
室
に
参
加
し
て

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
よ
う

ソ
ー
ラ
ー
ク
ッ
カ
ー
（
太
陽

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
調
理
を

す
る
器
具
）
を
作
り
、
実
際
に

調
理
を
し
て
、
新
し
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

▽
日
時

11
月
７
日（
日
）午
前

10
時
〜
午
後
１
時

▽
会
場

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

▽
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
、通

学
の
小
・
中
学
生
と
、
そ
の
保

護
者
（
子
ど
も
だ
け
で
参
加
す

る
こ
と
も
可
）

▽
定
員

20
組
40
人（
抽
選
）

▽
参
加
費

二
百
円

▽
締
め
切
り

10
月
22
日（
金
）

お
申
し
込
み
は
、
住
所
、
氏

名
、
学
年
、
保
護
者
の
参
加
人

数
、電
話
番
号
を
記
入
し
て
、郵

送
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

環
境
政
策
課（
〒
254
―
8686
浅
間

町
９
―
１
・
6
21
―
９
６
０
３

・

kankyo-s@
city.hirat

メール 

suka.kanag
aw
a.jp

・
内
線

２
６
５
９
）へ
。

◆
緑
化
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
コ
ン
ク

ー
ル
入
賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た

入
賞
作
品
は
、
十
月
十
九
日

（
火
）ま
で
、
市
民
プ
ラ
ザ
で
展

示
し
ま
す
。

主
な
入
賞
者
は
次
の
方
で
す
。

【
緑
化
ポ
ス
タ
ー
・
金
賞
】

▽
小
学
校
低
学
年
の
部

柴
尾

香
菜
さ
ん
（
港
小
３
年
）

▽
小
学
校
高
学
年
の
部

山
口

葵
さ
ん
（
港
小
４
年
）

▽
中
学
生
の
部

四
元
理
子
さ

ん
（
金
旭
中
３
年
）

【
緑
化
標
語
】

▽
最
優
秀
賞

森
谷
美
香
さ
ん

（
松
が
丘
小
６
年
）「
と
ど
け
よ

う

き
れ
い
な
緑

未
来
ま
で
」

お
問
い
合
わ
せ
は
、
み
ど
り

公
園
課（
内
線
２
５
９
１
）へ
。

◆
学
童
保
育
の
こ
と
が
分
か
る

「
学
童
ま
つ
り
」を
開
催
し
ま
す

模
擬
店
や
バ
ザ
ー
、
ゲ
ー
ム

な
ど
の
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
す
る
ほ
か
、
学
童
保
育
の
相

談
も
受
け
付
け
ま
す
。

▽
日
時

10
月
31
日（
日
）午
前

10
時
〜
午
後
２
時

▽
会
場

浅
間
緑
地
（
中
央
公

民
館
北
側
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、
青
少
年

課（
1
32
―
７
０
２
９
）へ
。

◆
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
文
化
に

触
れ
て
み
ま
せ
ん
か

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
出
身
で
、

神
奈
川
大
学
で
学
ぶ
サ
ウ
ド
さ

ん
を
招
い
て
、
外
国
文
化
紹
介

講
座
「
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
文

化
」を
開
き
ま
す
。

▽
日
時

11
月
３
日（
祝
）午
前

10
時
〜
正
午

▽
会
場

松
原
分
庁
舎

▽
定
員

30
人（
抽
選
）

▽
締
め
切
り

10
月
29
日（
金
）

お
申
し
込
み
は
、
交
流
親
善

課（
1
25
―
２
５
２
０
）へ
。

◆
人
権
擁
護
委
員
を
委
嘱
し
ま

し
た人

権
擁
護
委
員
は
わ
た
し
た

ち
の
人
権
を
守
る
た
め
の
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
十
月
一
日
付

け
で
、
次
の
方
に
人
権
擁
護
委

員
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

▽
齋
藤
美
代
子
さ
ん
（
西
真
土

四
丁
目
）

▽
山
田
源
藏
さ
ん
（
立
野
町
）

▽
松
井
洋
子
さ
ん
（
黒
部
丘
）

▽
鈴
木
幸
弘
さ
ん
（
明
石
町
）

※
齋
藤
さ
ん
は
、
新
た
に
委
嘱
、

そ
の
ほ
か
の
方
は
再
委
嘱

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
活

動
課（
内
線
２
２
４
４
）へ
。

◆
七
夕
ま
つ
り
写
真
コ
ン
ク
ー

ル
の
入
選
者
を
発
表
し
ま
す

第
五
十
四
回
湘
南
ひ
ら
つ
か

七
夕
ま
つ
り
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

に
、
一
千
三
百
十
一
点
の
応
募

が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
次
の

方
が
入
選
し
ま
し
た
。

【
一
般
部
門
・
最
優
秀
賞
】

「
豪
華
な
話
題
の
竹
飾
り
」（
右

写
真
）寺
山
記
臣
さ
ん（
藤
沢
市
）

【
一
般
部
門
・
優
秀
賞
】

▽
竹
飾
り
の
部（
昼
間
）「
そ
よ

風
の
七
夕
祭
」
大
林
保
子
さ
ん

（
秦
野
市
）

▽
竹
飾
り
の
部（
夜
景
）「
た
な

び
く
宵
の
竹
飾
り
」
峯
尾
壮
さ

ん（
二
宮
町
）

▽
イ
ベ
ン
ト
の
部
「
華
麗
」
高

橋
礼
子
さ
ん（
横
須
賀
市
）

▽
織
り
姫
の
部
「
笑
顔
の
織
り

姫
」
若
井
昭
二
さ
ん
（
秦
野
市
）

▽
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
「
願
い
事
」

本
間
稔
さ
ん（
川
崎
市
）

【
七
夕
フ
ォ
ト
部
門
・
推
薦
】

「
豪
快
な
竹
飾
が
風
に
舞
っ
て
」

菊
池
武
次
郎
さ
ん（
横
浜
市
）

【
デ
ジ
カ
メ
部
門
・
推
薦
】

「
し
ゃ
ぼ
ん
だ
ま
ち
ょ
う
だ
い
よ
」

近
藤
義
明
さ
ん（
足
利
市
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、
商
業
観

光
課
（
1
35
―
８
１
０
７
）へ
。

◆
生
産
緑
地
地
区
の
変
更
案
の

縦
覧
を
実
施
し
ま
す

生
産
緑
地
地
区
（
市
街
化
区

域
内
に
あ
る
農
地
）
を
変
更
す

る
た
め
、
変
更
案
の
縦
覧
を
実

施
し
ま
す
。

▽
縦
覧
期
間

10
月
18
日
（
月
）

〜
11
月
１
日（
月
）

※
土
・
日
曜
日
は
除
く

▽
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時

▽
会
場

都
市
政
策
課
（
市
役

所
４
階
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、
都
市
政

策
課（
内
線
２
４
２
８
）へ
。

◆
都ま

市ち

づ
く
り
コ
ー
ナ
ー「
ま
ち

工
房
」を
開
設
し
ま
し
た

土
地
や
建
物
の
利
用
の
こ
と

な
ど
「
都
市
づ
く
り
」
に
つ
い

て
、
み
ん
な
で
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。「
都
市
づ
く
り
っ
て
何
だ

ろ
う
」、「
都
市
づ
く
り
に
参
加

す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の

か
な
」
と
い
っ
た
疑
問
や
相
談

に
答
え
、
都
市
づ
く
り
の
情
報

を
提
供
す
る
交
流
の
場
と
し
て
、

市
役
所
四
階
都
市
政
策
課
内
に

「
ま
ち
工
房
」を
開
設
し
ま
し
た
。

ま
た
、
都
市
づ
く
り
に
関
す

る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
や
イ
ベ

ン
ト
・
講
座
な
ど
を
開
く
こ
と

で
、
都
市
づ
く
り
に
取
り
組
む

市
民
を
支
援
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
都
市
政

策
課（
内
線
２
４
２
８
）へ
。

◆
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
者
試
験
を
実
施
し
ま
す

お
申
し
込
み
は
、
十
月
二
十

日（
水
）〜
十
一
月
十
二
日（
金
）

兄
弟
姉
妹
は
お
互
い
に
相

手
の
存
在
を
強
く
意
識
し
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
下
の
子

は
、
上
の
子
と
同
じ
物
を
欲

し
が
り
、
同
じ
こ
と
を
し
よ

う
と
し
ま
す
。
上
の
子
は
下

の
子
を
世
話
す
る
親
に
「
弟

（
妹
）ば
っ
か
り
」
と
訴
え
た

り
、
け
ん
か
を
し
た
と
き
に

「
お
兄
（
姉
）
ち
ゃ
ん
な
ん
だ

か
ら
」と
叱し

か

ら
れ
る
と
、不
満

な
表
情
を
見
せ
た
り
し
ま
す
。

親
と
し
て
は
同
じ
よ
う
に
接

し
て
い
る
は
ず
な
の
に
「
な

ぜ
？
」
と
感
じ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
子
ど
も
に
と
っ
て

兄
や
姉
、
そ
し
て
弟
や
妹
の

存
在
と
い
う
も
の
は
、
ど
の

よ
う
に
映
っ
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
。

上
の
子
か
ら
見
れ
ば
、
弟

や
妹
は
あ
る
と
き
突
然
現
れ

て
親
や
周
囲
に
い
る
人
の
愛

情
や
関
心
を
奪
っ
て
い
く
存

在
で
す
。
一
方
、
下
の
子
か

ら
す
れ
ば
、
生
ま
れ
た
と
き

に
は
既
に
愛
情
を
分
け
合
っ

た
り
取
り
合
っ
た
り
す
る
ラ

イ
バ
ル
が
い
る
の
で
す
。

子
ど
も
に
は
常
に
ど
こ
か

に
不
安
が
あ
り
、「
同
じ
よ
う

に
大
切
」
と
い
う
言
葉
だ
け

で
は
安
心
で
き
な
い
も
の
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
子
ど

も
の
目
線
や
思
い
を
感
じ
な

が
ら
、
か
か
わ
り
方
を
工
夫

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

◆
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ

ー
（
1
36
―
６
０
１
３
）

◇申し込み先　ひらつか天城山荘
・電　話　0558－87－1050
・ＦＡＸ　0558－87－0557
・所在地　〒410－3216 伊豆市

上船原1120－1
※通常の申し込みは4か月前から受け付け
1泊2食諸税込み5,820円から

空き状況 ×印 満室　△印 残りわずか　○印 まだ余裕がある　休印 休館日（平成16年10月13日現在）

に
市
役
所
四
階
下
水
道
総
務
課

で
お
配
り
す
る
申
込
書
を
十
一

月
十
五
日（
月
）〜
三
十
日（
火
）

に
同
課
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

①
責
任
技
術
者
更
新
講
習
会

▽
日
時

平
成
17
年
１
月
12
日

（
水
）ま
た
は
13
日（
木
）午
後
１

時
30
分
〜
４
時

▽
会
場

神
奈
川
県
立
音
楽
堂

▽
受
講
料

四
千
円

②
責
任
技
術
者
試
験
講
習
会

▽
日
時

平
成
17
年
１
月
19
日

（
水
）
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▽
会
場

関
内
ホ
ー
ル

▽
受
講
料

三
千
円

③
責
任
技
術
者
試
験

▽
日
時

平
成
17
年
２
月
16
日

（
水
）
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▽
会
場

國
學
院
大
学
た
ま
プ

ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス

▽
受
験
料

四
千
円

お
問
い
合
わ
せ
は
、
下
水
道

総
務
課（
内
線
２
４
４
７
）へ
。

ブロック席
サポーターズ席
ユース席
（小・中学生、高校生対象）

◇主なチケット販売所
■梅屋（本館1階）
■総合公園管理事務所
■サクラ書店各店
■神奈中駅前サービスセンター

感動のドラマは
平塚競技場で

◇座席・前売り料金

2,200円
1,700円
700円

※65歳以上の方はブロック席・サポーターズ席への入場が無料です。入場の

際に、運転免許証などの年齢が分かる書類を提示してください。

10月30日○土
平塚競技場　14：00～

湘南 vs 京都

10月16日○土
平塚競技場　14：00～

湘南 vs 仙台
白
井
博
幸
選
手

○c Kimura Yoshihito

・市県民税　　　　　　（第3期）

・国民健康保険税　　　（第5期）

・介護保険料　　　　　（第5期）

・清掃し尿従量手数料　（第7期）

◆納期最終日 11月1日（月）

納付には便利な口座振替をご利用ください

□問 市税総務課（121ー8769）

10月納期の市税・手数料

◇譲ってください 女児

洋服（130～140cm）、晴れ

着（7歳女児用）、A型ベビ

ーカー、食器棚、二段ベッ

ド、ワープロ、臼
うす

と杵
きね

、鍵

盤ハーモニカ、健康ぶら

さがり器、車いす

◇譲ります　①有料 日本人形、室内用ジャング

ルジム、洋たんす、押し入れたんす、籐
とう

製丸テー

ブルといす、セミダブルベッド、ズボンプレッサ

ー、掛け布団、スキー（200cm）

②無料 ベビーバス、ジュニアセーフティシート、

介護用電動ベッド、ダイニングテーブル、衣類乾

燥機、二槽式洗濯機、石油ファンヒーター、設計

図面台、小型BSアンテナ、スキー（153cm）

・不用品の登録は先着順でお受けします
・問い合わせ時に品物がない場合もあります
・交渉は当事者同士でお願いします
・登録は3か月間有効です
・登録情報はホームページでもご覧になれます

二人はライバル

兄弟姉妹

柴尾香菜さんの作品

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
火 水 木 金 土 日 月 祝 水 木 金 土 日 月 火
○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11

月

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
月 火 祝 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月
○ ○ ○ △ ○ ○ × × 休 休 ○ ○ × ○ ○

みんなの 

テレビ 



（休日・夜間急患診療所） 

平成16年10月15日　８広報ひらつか　第777号（1日・15日発行）

Q
柳
田
絵か

い

梨り

ち
ゃ
ん

平
成
15
年
10
月
16
日
生
ま
れ

（
四
之
宮
三
丁
目
）

Q
小
泉
未み

来く

ち
ゃ
ん

平
成
15
年
11
月
14
日
生
ま
れ

（
田
村
六
丁
目
）

Q
丸
岡
萌も

え

ち
ゃ
ん

平
成
16
年
3
月
6
日
生
ま
れ

（
八
千
代
町
）

P
石
井
柊と

う

悟ご

ち
ゃ
ん

平
成
16
年
1
月
21
日
生
ま
れ

（
四
之
宮
一
丁
目
）

P
片
田
翼つ

ば
さ

ち
ゃ
ん

平
成
15
年
11
月
8
日
生
ま
れ

（
徳
延
）

★応募写真はケーブルテレビ2ch「くすのきTime」で紹介しています（1人1回・掲載写真は除く）。

P
関
野
凌り

ょ
う

ち
ゃ
ん

平
成
16
年
3
月
25
日
生
ま
れ

（
長
持
）

●保健センター
・中里34-17
・134-0311

会場・問い合わせ先は保健センターです。母子健康手帳を忘れずに。

「
電
話
口
に
は
対
話
者
の
肖
像
現
出
す
る
の
装
置

あ
る
べ
し
」。
明
治
の
小
説
家
・
村
井
弦
斎
は
、二

十
世
紀
最
初
の
年
の
新
聞
で
「
テ
レ
ビ
電
話
」
を

こ
う
予
言
し
た
。
テ
レ
ビ
電
話
は
彼
の
予
言
ど
お

り
実
現
し
、
今
で
は
携
帯
電
話
で
も
可
能
だ
。
フ

ァ
ク
シ
ミ
リ
、
エ
ア
コ
ン
、
新
幹
線
…
。
弦
斎
の

未
来
予
測
は
全
二
十
三
項
目
に
お
よ
び
、
驚
く
ほ

ど
の
的
中
率
で
百
年
後
の
世
界
を
予
言
し
て
い
る
。

十
月
二
日
、
彼
が
居
を
構
え
た
八
重
咲
町
の
村

井
弦
斎
公
園
で
「
第
五
回
村
井
弦
斎
ま
つ
り
」
が

開
か
れ
た
。
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
小
説
「
食
道
楽
」
に

ち
な
ん
だ
料
理
の
販
売
や
弦
斎
邸
で
繰
り
広
げ
ら

れ
て
い
た
風
流
の
世
界
が
再
現
さ
れ
た
。

「
先
が
見
え
な
い
時
代
」
と
人
々
が
口
に
す
る
。

確
か
に
そ
う
な
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
言
葉

が
頻
繁
に
聞
こ
え
る
あ
ま
り
、「
先
を
見
よ
う
と
す

る
力
」
を
失
っ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
見
よ
う

と
し
な
け
れ
ば
、
夢
は
見
え
な
い
。
弦
斎
が
現
代

人
に
語
り
か
け
る
も
の
は
何
だ
ろ
う
…
。
眠
っ
て

い
た
夢
見
る
力
が
、
琴
の
音
に
は
じ
か
れ
、
静
か

に
目
を
覚
ま
し
た
気
が
し
た
。

（
広
報
課

）

「
し
ば
し
も
休
ま
ず
つ
ち
打
つ
響

き
」
と
童
謡『
村
の
鍛
冶
屋
』に
歌
わ

れ
る
風
景
。
そ
ん
な
風
景
が
昭
和
十

年
こ
ろ
の
平
塚
に
も
あ
り
ま
し
た
。

当
時
、
平
塚
に
は
七
軒
の
鍛
冶
屋
が

あ
っ
た
そ
う
で
す
。さ
ら
に
、お
よ
そ

一
千
百
年
か
ら
一
千
三
百
年
前
の
奈

良
・
平
安
時
代
に
は
、
四
之
宮
か
ら

中
原
に
か
け
て
金
属
や
金
属
製
品
を

つ
く
る
鍛
冶
集
団
が
い
た
よ
う
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
文
献
や
考
古
学
の
成

果
か
ら
、
こ
の
時
代
の
四
之
宮
周
辺

に
「
相
模
国
府
」
が
置
か
れ
た
こ
と

が
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

国
府
と
は
古
代
（
奈
良
・
平
安
時
代
）

の
律
令
国
家
が
地
方
を
治
め
る
た
め

に
諸
国
に
置
い
た
役
所
で
す
。
そ
の

相
模
国
府
に
か
か
わ
る
専
業
集
団
・

官か
ん

衙が

鍛
冶
工
房
の
跡
が
市
内
の
神
明

久
保
遺
跡
、
天
神
前
遺
跡
、
坪
ノ
内

遺
跡
な
ど
に
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら

の
遺
跡
か
ら
は
工
房
跡
や
鍛
冶
に
か

か
わ
る
資
料
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
神
明
中
学
校
の
南
東

に
あ
る
神
明
久
保
遺
跡
第
九
地
点
で

は
、
鍛
冶
に
関
す
る
金か

な

床ど
こ

石い
し

・
砥と

石い
し

・

転
用
取と

り

瓶べ
い

・
羽は

口ぐ
ち

・
金
属
製
品
・
鉄て

っ

滓さ
い

・
銅
線
な
ど
の
多
様
な
遺
物
が
出

土
し
て
い
ま
す
。
出
土
遺
物
を
非
破

壊
分
析
で
調
べ
て
み
る
と
、
銅
関
連

の
遺
物
で
は
、
溶
解
、
箔は

く

・
線
の
加

工
、
そ
し
て
、
そ
の
製
品
を
用
い
た

鉄
製
品
と
の
加
工
作
業
が
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

鉄
関
連
の
遺
物
で
は
鋼
精
錬
作
業
や

鋼
か
ら
の
鉄
製
品
加
工
作
業
も
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
遺
物
は
高

度
な
技
術
に
よ
り
製
作
さ
れ
て
い
た

た
め
、こ
の
遺
跡
が
国
府
に
付
随
し
た

工
房
跡
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
紹
介
し
た
資
料
は
博
物
館
秋

期
特
別
展
「
掘
り
起
こ
さ
れ
た
平
塚

Ⅲ
」（
十
一
月
七
日
ま
で
開
催
、
月

曜
日
休
館
）
で
紹
介
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
担
当
　
博
物
館（
1
33
―
5
1
1
1
）

バ ス 平塚駅北口⑤番線から諏訪
町・農業高校経由市民病院行き、「医
療センター前」下車、大人片道170円
※同番線からの湘南日向岡行き、東海大
学行き、金田公民館行きも停車します。

応募方法 カラー写真の裏に赤
ちゃんの氏名（ふりがな）・生年
月日・性別・住所・電話番号を
記入し、広報課「赤ちゃんのス
テージ」係（〒254-8686 浅間町

9-1）へ。対象は市内にお住まいの
1歳未満（掲載時）の赤ちゃん。締
め切りは前月の20日（抽選）。応募
は1回あたり1通まで。今回の応募
は48人。写真は返却しません。

【前期　妊娠6か月までの方】
● 1 日（月）午後1時30分～3
時15分、歯の衛生・妊娠
中の過ごし方

● 8 日（月）午前10時～午後
2時、調理実習で学ぶ妊娠
中と産後の栄養〈予約制〉

【後期　妊娠8か月以降の方】
● 15日（月）午後1時30分～3
時15分、お産の進み方と
産後の過ごし方、呼吸法。
祖父母教室も開催

● 26日（金）午後1時30分～3
時30分、赤ちゃんのおふろ

【妊婦・新生児の訪問相談】
ご自宅で、妊娠中の健康

管理や新生児に関する相談
をお受けします〈予約制〉。
【育児相談】
生活、歯の衛生、食事の

相談。
◇受け付け 毎週水曜日午
前9時30分～10時30分

【にこにこ相談】
生活、食事の相談。

◇受け付け 10日（水）・24日
（水）午後1時30分～3時

【個別健康診査】
医療機関へ直接お申し込

みください。実施医療機関
の一覧表は保健センターで
お配りしています。
◇4か月児対象（満4か月～5
か月未満）

◇8～10か月児対象（満8か月
～11か月未満）

【集団健康診査】
受診日の1週間前までに

案内通知を送ります。受け付
け時間は午後1時～2時です。
◇1歳6か月～1歳7か月児対象
● 2日15年4 月1日～10日生
● 9日15年4 月11日～20日生
● 16日15年4 月21日～30日生
◇3 歳 2 か月児対象
● 4日13年9 月1 日～10日生
● 11日13年9 月11日～20日生
● 18日13年9 月21日～30日生
【歯科健康診査〈予約制〉】
歯の健康診査や相談、歯

みがき実習など。
◇2歳1か月児対象
● 10日（水）午後1時30分～ 2
時30分

● 25日（木）午前9時30分～10
時30分

離乳食の進め方など成長
に合わせたコースです。1週
間前までにご予約ください。
【ごっくん離乳食教室】
● 3～5か月児対象、25日（木）
午後1時30分～2時40分

【もぐもぐ離乳食教室】
● 7～8か月児対象、5日（金）・
19日（金）午後1時30分～3時

【カミカミ離乳食教室】
● 9～12か月児対象、11日（木）
午前10時30分～11時30分

【離乳食卒業教室】
● 1歳1か月～1歳5か月児対
象、30日（火）午前10時30
分～11時30分

お子さんと一緒に学べる
体験教室です〈予約制〉。
【すくすく子育て教室】

5～6か月児対象。赤ちゃん
の病気と育児・遊び方など。
● 17日（水）午後1時30分～3
時30分

【歯っぴい教室】
12か月～1歳3か月児対象。

● 4日（木）午前10時～11時
【のびのびキッズ2歳児教室】

2歳児対象。時間は午前
10時30分～11時30分です。
● 5日（金）親子遊びなど
● 12日（金）楽しい食事と好
き嫌い

● 19日（金）むし歯予防とブ
ラッシング実習

● 11月のカレンダー
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高度な技術の
鍛冶集団

神明久保遺跡第九地点から出土した鍛冶関連の遺物
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